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今
日
の
講
義
は
、10
年
後
の
社
会
で

ど
の
よ
う
に
役
立
って
い
ま
す
か
？

徹
底
し
た「
事
前
学
習
」と

「
議
論
」か
ら
実
験
が
始
ま
る

「
電
気
電
子
通
信
応
用
実
験
」
の
講
義
は
、

事
前
学
習
か
ら
始
ま
る
。
実
験
装
置
の
操
作

方
法
や
理
論
な
ど
の
「
予
習
す
べ
き
こ
と
」

は
、
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
動
画
に
し

て
ま
と
め
て
あ
る
。
学
生
た
ち
は
前
日
の
夜

22
時
ま
で
に
動
画
を
確
認
し
、
内
容
に
つ
い

て
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
日
の
実
験
テ
ー
マ
は「
高
電
圧
」。
大

気
中
へ
の
放
電
が
始
ま
る
電
圧
を
測
定
し
て

い
く
実
験
だ
。
動
画
の
中
に
は
ど
の
よ
う
な

状
況
で
電
気
が
漏
れ
て
事
故
に
つ
な
が
る
の

か
、
事
例
集
も
含
ま
れ
て
い
た
。

「
で
は
、今
回
の
実
験
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

漏
電
事
故
の
様
子
を
見
て
ど
う
思
い
ま
し
た

か
？
」
実
験
を
担
当
す
る
岩
尾
先
生
が
呼
び

か
け
る
。

「
火
花
が
飛
び
散
っ
て
い
て
、危
な
い
と
思

っ
た
」「
感
電
に
対
し
て
の
怖
さ
を
感
じ
た
」

な
ど
学
生
た
ち
が
口
々
に
感
想
を
話
し
て
い

く
。
岩
尾
先
生
は
学
生
た
ち
に
「
火
花
が
飛

ぶ
と
な
ぜ
危
な
い
の
？
」「
感
電
と
い
う
の
は

な
ぜ
怖
い
の
？
」
と
質
問
を
重
ね
、
議
論
を

突
き
つ
め
て
い
く
。「
高
電
圧
の
状
況
下
で
は
、

電
線
と
離
れ
て
い
て
も
火
花
の
よ
う
な
形
で

電
流
が
流
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
感
電
事
故

や
漏
電
火
災
に
つ
な
が
る
の
で
す
。で
は
、実

験
で
放
電
の
様
子
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
」

岩
尾
先
生
と
Ｔ
Ａ（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス

タ
ン
ト
）
の
誘
導
で
、
高
電
圧
発
生
装
置
や

計
測
機
器
が
そ
ろ
う
実
験
室
に
学
生
た
ち
が

集
ま
り
、
い
よ
い
よ
実
験
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

高
電
圧
に
つ
い
て
の
二
つ
の
実
験

安
全
な
送
配
電
を
行
う
た
め
に

現
象
の
仕
組
み
を
知
る

こ
の
日
の
実
験
は
二
つ
。
一
つ
目
は
「
50

％
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
電
圧
」
を
探
る
実
験

だ
。「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
」
と
は
、大
気
中

の
電
極
間
に
高
い
電
圧
が
掛
か
っ
た
と
き
、

火
花
の
よ
う
な
放
電
が
発
生
す
る
現
象
の
こ

と
。
同
じ
電
圧
を
複
数
回
掛
け
て
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
オ
ー
バ
が
発
生
す
る
確
率
が
50
％
に
な

る
電
圧
を
探
し
て
い
く
の
だ
。
も
う
一
つ
の

実
験
は
「
沿
面
放
電
」
の
実
験
。
電
極
間
に

電
気
を
通
さ
な
い
絶
縁
物
を
挟
み
、
高
電
圧

を
掛
け
る
と
絶
縁
物
の
表
面
に
沿
っ
て
放
電

が
発
生
す
る
。
鮮
や
か
な
紫
の
光
が
ア
ク
リ

ル
板
に
広
が
る
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
も
の
を
作
る
う
え
で
、ま
ず
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
『
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
』
で
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
事
故
を
防
げ
る
の
か
。
そ
の
た
め
に

は
発
生
し
て
い
る
現
象
の
理
論
・
理
屈
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
岩
尾
先
生
。

「『
発
電
』
も
大
切
で
す
が
、『
送
電
』
あ
る

い
は
『
配
電
』『
変
電
』
も
重
要
で
す
。
家
庭

の
コ
ン
セ
ン
ト
ま
で
、
ど
う
や
っ
て
安
全
に

電
気
が
運
ば
れ
て
く
る
の
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
」

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
電
気
」。

こ
の
日
行
わ
れ
た
講
義
と
実
験
、
さ
ら
に
は

電
気
電
子
通
信
工
学
科
で
学
ぶ
の
は
社
会
を

支
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
を
構
築
す
る
た
め
の

知
識
な
の
だ
。

危
険
な「
漏
電
」は
、こ
う
起
こ
る
！

「
電
気
」の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
実
験
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2000年中央大学博士課程後期修了。
博士（工学）。2001年から2004年まで
日本学術振興会特別研究員（PD）を務
め、この間にテキサステック大学客員
研究員、ミネソタ大学客員研究員。そ
の後、武蔵工業大学講師、東京都市大
学准教授を経て、2017年より現職。専
門は大電流エネルギー、放電プラズマ、
アーク放電、遮断器に関する研究など。
現在、電気学会電力・エネルギー部門
副部門長、放電学会研究企画理事を務
める。
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徹
と
お
る

先
生
に
聞
き
ま
し
た

QA

電
気
電
子
通
信

応
用
実
験

この講義で
学ぶこと

産
業
と
生
活
を
支
え
る
「
電
気
・
電
子
技
術
」
と
、
情
報
社
会
の
基
盤
で
あ
る
「
通
信
技
術
」
の
新
し
い

可
能
性
を
探
求
す
る
。
実
践
的
な
講
義
の
下
で
専
門
知
識
を
学
び
、
現
代
社
会
の
複
合
的
な
課
題
を
解
決

で
き
る
技
術
を
養
う
。

こ
の
学
科
で
学
ぶ
こ
と

森下 穂香さん
工学部 電気電子工学科４年
東京都 私立 富士見高校卒

森 康太くん
工学部 電気電子工学科４年
神奈川県 横浜市立 戸塚高校卒

電
気・電
子
の
技
術
は
現
代
社
会
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

電
気
に
関
す
る
知
識
は
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
生
か
さ
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
本
日
の
実
験
は
あ
く
ま
で
一
例
で
す
が
、

実験の最後に行われるディスカッションでは、自分が
気づかなかったことを友人から教えてもらったり、お互
いに共有したりして、共に考えます。意見を交わす中
で、お互いの理解が深まっていくのが感じられますね。

基礎をしっかりと教えてもらえるというのが、東
京都市大学の魅力の一つだと思います。定理の成
り立ちを一から説明してもらえるので、より知識
が深まり、応用力も身につけられます。

電気電子通信応用実験はここがおもしろい！ 東京都市大学はここがおもしろい！

※講義は2019年に取材したものです。

実
験
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
研
究
成
果
は
、
10
年
後
の
社
会
の
発
展

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

建学の精神未来へ
HistoryFuture

高
電
圧
、
計
測
、
デ
バ
イ
ス
、
電
子
回
路
、
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト

ロ
二
ク
ス
な
ど
に
つ
い
て
実
験
を
通
し
て
学
ぶ
講
義
。先
生
や

共
に
学
ぶ
学
生
た
ち
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
、

専
門
的
な
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
報
告
す
る
力
や
課
題
を
解

決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
。

世田谷キャ
ンパス学食
の 定 番 メ
ニュー「カ
レーライス」
（300円）がおススメです。
少しピリ辛で、勉強の前に
食べると元気になれます。
森下 穂香さん

私の学食
オススメ
メニュー

─
理
工
学
部
─
電
気
電
子
通
信
工
学
科
─

URL https://www.tcu.ac.jp/
〒158-8557 東京都世田谷区玉堤１-28-１
東京都市大学 世田谷キャンパス
TEL　03-5707-0104

大学情報

資料請求

5.14（火）
at 世田谷キャンパス
15:10~16:50

創立90周年を迎えた理系の
DNAを持った総合大学として、
現在約7,000人の学生が勉学に
励んでいます。これまでに、10
万人以上の卒業生を輩出し「就
職に強い」と称される都市大は、
東急グループに属する大学であ
り、企業に選ばれる高い研究力
があることも魅力の一つです。

東京都市大学は
こんな大学

記者の目

理工学部 建築都市
デザイン学部 情報工学部 環境学部

メディア
情報学部 都市生活学部 人間科学部

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
大
学

1
9
2
9
年
、武
蔵
高
等
工
科
学
校
と
し
て
電
気
・

土
木
・
建
築
の
3
学
科
を
設
置
し
創
立
。
理
系
を

中
心
と
し
た
総
合
大
学
の
伝
統
校
と
し
て
、
創
立

以
来
「
公
正
」「
自
由
」「
自
治
」
と
い
う
建
学
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、「
学
び
た
い
」
と
い
う
学
生
の

情
熱
を
大
切
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
持

続
可
能
な
社
会
発
展
を
も
た
ら
す
た
め
の
人
材
育

成
と
学
術
研
究
の
推
進
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
5
月
に
は
、
世

界
各
国
の
企
業
や
団
体
へ
の

国
外
就
業
体
験
を
行
う
「
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
が
、
第
3
回
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
で

「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

就
職
に
強
く
未
来
を
見
据
え
た
教
育

東
京
都
市
大
学
は
実
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
東
日
本
の
理
工
系
大
学（
2
0
1
9
年
卒
、
卒

業（
修
了
）者
数
1
0
0
0
人
以
上
2
0
0
0
人
未

満
）で
第
1
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン（
大
学
通
信
調
べ
）

す
る
「
就
職
に
強
い
都
市
大
」
と
し
て
定
評
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
急
速
に
進
む
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
利
用
か
ら
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
増
し
て
い
く
流
れ

を
受
け
、2
0
2
0
年
4
月

の
全
入
学
者
か
ら
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
」

を
実
施
し
、来
た
る
「
デ
ー

タ
駆
動
型
社
会
」を
牽
引
す

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 
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